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12
月
定
例
会
は
、
12
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
、

７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
興
産
業
集
積
区
域
税
免
除
条
例
の
ほ
か
、
職

員
給
与
条
例
の
改
正
、
過
疎
計
画
・
辺
地
計
画
の

変
更
な
ど
13
の
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
予
算
編
成
方
針

放
射
能
汚
染
へ
の
対
応
、
若
者
の
定
住
促
進
な
ど

12
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

のの補修補修にに1億円1億円
大型補正 ～

熱心に聞き入る多くの傍聴者

月 定 例 会12

　

１
億
７
６
７
７
万
円
が
追

加
さ
れ
、
総
額
52
億
１
６
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
普
通
交
付
税
、

震
災
復
興
特
別
交
付
税
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

増
が
主
な
も
の
で
す
が
、
特

に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
町

道
等
の
維
持
管
理
の
た
め
の

補
助
金
（
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
）
６
５
０
０
万
円

は
財
源
確
保
の
努
力
が
評
価

で
き
る
。

　

ま
た
、
事
業
確
定
に
伴
い

当
初
み
て
い
た
財
政
調
整
基

金
７
２
５
３
万
円
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
基
金
４
１
０
万

円
等
の
繰
入
を
減
額
す
る
と

と
も
に
、
借
入
で
あ
る
過
疎

及
び
辺
地
対
策
事
業
債
も
７

１
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。 　

歳
出
で
は
、
滝
ノ
平
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
補
助

金
２
４
５
７
万
円
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
費
補
助

金
１
４
０
万
円
、
電
気
牧
柵

な
ど
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
事
業
費
補
助
金
３
５
０
万

円
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
対

す
る
狩
猟
補
助
金
１
０
０
万

円
、
道
路
維
持
費
で
１
億
６

６
０
万
円
、
県
指
定
文
化
財

で
あ
る
西
光
寺
阿
弥
陀
堂
等

の
修
復
に
伴
う
補
助
金
２
２

４
万
円
等
の
ほ
か
、
今
後
、

事
業
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
町
公
民
館
の
改
修
や
町
民

第
一
体
育
館
の
改
築
に
備
え

文
教
厚
生
施
設
等
整
備
基
金

に
５
７
４
１
万
円
が
積
み
立

て
ら
れ
ま
す
。

議
案
審
議

議
案
審
議

余
剰
財
源
を
基
金
に
積
立

一
般
会
計
補
正
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傷んだ道路等傷んだ道路等
国の補助金を活用し

～ 異例の
震
災
復
興
地
域
の
企
業
育
成

認
定
事
業
者
の
新
増
設

　
　
　
　
　

に
対
し
課
税
免
除

　

ふ
く
し
ま
産
業
復
興
投
資
促
進
特
区
に
該
当
す
る
企
業

（
町
内
５
社
）
が
新
設
及
び
増
設
し
た
資
産
（
施
設
・
設
備

等
）
に
つ
い
て
、
新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度

以
降
５
カ
年
分
の
固
定
資
産
税
が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

過
疎
計
画
の
変
更
は

事
業
の
ソ
フ
ト
枠
の

　
　
　
　
　

拡
大
に
よ
り

　

過
疎
対
策
事
業
債
に
ソ
フ
ト
枠
が
増
え
た
た
め
、
現
在
町

で
行
っ
て
い
る
小
学
生
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業（
人
件
費
等
）

を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
変
更

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

辺
地
計
画
の
変
更
は

滝
ノ
平
に
地
デ
ジ
受
信
施
設
を

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地
域
で
あ
る
松
川
・
滝
ノ

平
地
区
（
受
益
戸
数
33
戸
）
に
共
同
受
信
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
（
松
川
辺
地
）
の
24
年

度
事
業
に
組
み
入
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

※
そ
の
他
の
議
案
は

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
変
更

　

非
常
勤
職
員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
町
で
は
今
の

と
こ
ろ
対
象
者
は
い
な
い
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
変
更

　

県
に
準
じ
た
通
勤
手
当
の
上
限
額
の
改
正
で
、
町
で

は
今
の
と
こ
ろ
対
象
者
は
い
な
い
。

会　計　区　分 今回補正した金額 補正後の予算額 採決

一　 般　 会　 計 1億7,677万円 52億   168万円

全　

員　

賛　

成

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険  　4,127万円 6億9,766万円

簡 易 水 道    △182万円    1億   231万円

農業集落排水事業     　 49万円      　7,523万円

林業集落排水事業    　  46万円  　    2,714万円

介 護 保 険  　28万円  6億1,975万円

後 期 高 齢 者 医 療 　　　 △50万円     　 5,654万円

補正予算の状況と採決の結果 (1 万円未満切り捨て )
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質　

疑

質　

疑

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

追
加
さ
れ
変
更
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
ど
う

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

過
疎
事
業
の
ソ
フ
ト
枠

の
中
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
人
件
費
等
の
運
営
経
費
が

対
象
と
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
の
変
更
で
す
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ

回
復
支
援
金
４
３
１
６
万
円

の
使
途
は
。

　
　

風
評
被
害
対
策
の
た
め

に
基
金
積
み
立
て
を
行
い
、

今
後
３
カ
年
間
農
産
物
の
信

頼
回
復
等
の
た
め
の
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　
　

社
会
資
本
整
備
の
た
め

の
補
助
金
が
あ
る
が
そ
の
使

途
は
。

　
　

基
本
的
に
道
路
等
の
維

持
工
事
と
い
う
こ
と
で
舗
装

の
打
ち
替
え
を
予
定
し
、
来

年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
な

り
ま
す
。

　
　

線
量
低
減
化
活
動
支
援

補
助
が
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
要
因
は
。

　
　

各
行
政
区
で
取
り
組
ん

だ
低
減
化
事
業
の
総
枠
が
確

定
し
た
た
め
の
減
額
で
す
。

　
　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
の
具
体
的
内
容
は
。

　
　

被
害
防
止
対
策
事
業
３

５
０
万
円
は
、
電
気
牧
柵
へ

の
補
助
で
す
が
、
被
害
が
増

え
て
お
り
、
補
助
希
望
者
が

多
い
こ
と
に
よ
る
補
正
で
す
。

狩
猟
事
業
も
１
頭
２
万
円
の

補
助
で
す
が
捕
獲
頭
数
が
多

い
た
め
１
０
０
万
円
の
増
額

を
す
る
も
の
で
す
。

　
　

文
教
厚
生
施
設
等
整
備

基
金
へ
の
積
立
で
５
７
４
１

万
円
が
あ
る
が
主
な
要
因
は
。

　
　

歳
入
の
普
通
交
付
税
が

当
初
見
込
み
よ
り
９
９
１
２

万
円
ほ
ど
増
え
、
更
に
は
町

単
独
事
業
と
し
て
い
た
除
染

関
係
の
も
の
が
、
震
災
復
興

特
別
交
付
税
の
対
象
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
合
わ
せ
た
１

億
３
０
０
０
万
円
弱
が
財
源

と
し
て
浮
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
当
初
予
算
の
中
で
財

政
調
整
基
金
か
ら
７
０
０
０

万
円
の
取
り
崩
し
を
見
て
お

り
ま
し
た
が
こ
れ
を
止
め
、

更
に
は
残
り
を
文
教
厚
生
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

◎
「
２
０
１
３
年
度
教
育
予

算
の
拡
充
と
教
職
員
定
数
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
」

の
請
願

「
提
出
者　

福
島
県
教
職
員

組
合
石
川
支
部
長　

星　

恵

子
」

「
紹
介
議
員　

高
木
節
男
」

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

　

町
政
に
対
す
る
要
望
な
ど

を
請
願
書
・
陳
情
書
と
し
て

町
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

請
願
は
一
人
以
上
の
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
が
、
陳

情
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

請
願
書
・
陳
情
書
は
日
本

語
を
用
い
、
趣
旨
、
提
出
年

月
日
、
提
出
者
の
住
所
氏
名

等
を
記
載
し
押
印
し
て
議
長

宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 　

　

発
議
者　

佐
川
勇
司

　
　

賛
成
者　

佐
藤
弘
信

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
４
人

　

福
島
県
は
、
東
日
本
大
震

災
及
び
原
発
事
故
に
よ
り
、

多
く
の
子
ど
も
が
ふ
る
さ
と

を
離
れ
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

臨
時
的
に
再
開
し
て
い
る

学
校
も
多
く
、
教
育
環
境
、

教
育
条
件
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
下
で
教
育
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
い
か
な
る

状
況
下
に
お
い
て
も
、
教
育

の
機
会
均
等
の
も
と
に
、
一

定
水
準
の
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
教

育
予
算
の
拡
充
と
教
職
員
定

数
の
改
善
を
強
く
要
望
し
た

意
見
書
を
関
係
大
臣
宛
て
に

提
出
し
ま
し
た
。

〜
お
詫
び
と
訂
正
〜

　

前
１
２
１
号
の
「
教
育
委

員
会
委
員
任
命
に
同
意
」
の

中
で
、「
鈴
木
ア
イ
子
氏
」と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
鈴
木
あ
い
子
氏
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

Q

Q

Q

QQ

Q A

A

A

AA

A 過
疎
計
画
の
変
更

一
般
会
計
補
正

み
な
さ
ん
か
ら
の

　
　
　
　
　
請　

願
採
択

審
議
の
結
果

国
に
意
見
書
の
提
出

発
議

議
員

放課後児童クラブでの子供たち

鳥獣被害防止のための電気牧柵

子どもたちにより良い教育環境を

《
請
願
・
陳
情
の
手
続
き
》

《
請
願
・
陳
情
の
手
続
き
》
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常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

12
18

12
14

　

総
務
・
産
業
建
設
両
常
任
委
員
会
は
、
旧
宮
本
小
学
校
の

跡
地
を
利
用
し
て
建
設
さ
れ
る
幼
保
一
体
化
施
設
の
敷
地
を

調
査
し
、
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
は
、
関
係
所
掌
事
業
の
中
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

諸
事
業
を
調
査
し
意
見
を
交
換
し
た
。

　

地
方
自
治
法
と
議
会
会
議

規
則
が
平
成
20
年
に
改
正
さ

れ
全
員
協
議
会
は
正
規
の
議

会
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
12
月
14
日
に
町

長
の
要
請
で
開
催
さ
れ
た
全

員
協
議
会
で
説
明
を
受
け
た

内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〈
協
議
事
項
〉

①
町
公
民
館

　
　

改
修
に
つ
い
て

　

建
築
後
30
年
を
経
過
し
た

町
公
民
館
は
、
よ
り
使
い
や

す
い
施
設
と
す
る
た
め
に
、

平
成
22
年
度
に
調
査
設
計
、

そ
し
て
今
年
度
実
施
設
計
を

委
託
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
受
託
し
た
業
者
よ

り
躯
体
に
構
造
上
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を

受
け
現
在
検
証
の
た
め
の
準

備
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

総　
　

務常
任
委
員
会

産
業
建
設常

任
委
員
会

○
現
地
調
査

　

大
規
模
改
修
が
予
定
さ
れ

て
い
る
町
公
民
館
と
隣
接
の

郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）
の

施
設
状
況
を
調
査
し
、
利
用

状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

○
請
願
の
審
議

　

付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
を

審
議
し
た
。

○
現
地
調
査

　

定
期
監
査
で
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
道
路
改
良

工
事
田
中
田
湯
ノ
口
線
を
調

査
し
説
明
を
受
け
た
。

○
具
体
的
に
は

　

現
在
の
町
公
民
館
の
躯
体

構
造
が
現
在
の
耐
震
診
断
の

基
本
構
造
に
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
改
修
に
よ

り
強
度
等
に
変
化
が
生
じ
な

い
か
検
討
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
　

こ
の
た
び
の
大
震
災
の

後
チ
ェ
ッ
ク
は
行
っ
た
の
か
。

　
　

目
視
し
た
結
果
、
具
体

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

○
町
の
判
断
は

　

改
修
工
事
を
し
よ
う
と
す

る
時
に
、
少
し
の
不
安
も
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を

解
消
す
る
た
め
に
し
っ
か
り

と
確
認
す
る
よ
う
業
者
に
依

頼
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

従
っ
て
、
町
公
民
館
の
改

修
は
こ
の
判
断
を
待
っ
て
進

め
る
が
結
論
が
出
た
時
点
で

再
度
協
議
し
ま
す
。

　
　

建
築
時
の
確
認
申
請
時

は
Ｏ
Ｋ
で
あ
っ
て
何
が
問
題

な
の
か
。

　
　

耐
震
基
準
が
改
正
さ
れ

た
の
が
昭
和
56
年
で
、
こ
の

建
物
が
で
き
た
の
は
昭
和
57

年
で
す
か
ら
、
今
現
在
適
用

さ
れ
て
い
る
耐
震
基
準
に
適

合
し
た
構
造
物
に
は
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
耐
震
基
準

を
判
定
す
る
に
は
幾
つ
か
の

構
造
パ
タ
ー
ン
が
決
ま
っ
て

い
て
、
町
公
民
館
の
構
造
は

こ
れ
に
な
い
特
殊
な
も
の

（
通
常
は
梁
と
屋
根
が
繋
が

っ
て
い
る
が
、
町
公
民
館
は

間
に
パ
ラ
ペ
ッ
ト
と
い
う
も

の
が
接
続
さ
れ
て
い
る
）
と

い
う
こ
と
で
す
。

Q

Q

A

A

工事現場を調査（産業建設常任委員会）

建設地で幼保一体化施設の概要調査（合同調査）

改修される町公民館

町公民館の高齢者学級

町公民館の親子料理教室
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関
せき

根
ね

　角
すみ

男
お

 議員

雇
用
対
策
を
ど
う
す
る
か

一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

一般質問は、12月19日に８人の議員が12問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。（順不同）

　

景
気
低
迷
が
続
き
雇
用
の

問
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、

町
の
食
品
会
社
が
閉
鎖
さ
れ
、

近
隣
自
治
体
の
複
数
の
会
社

　

町
と
し
て
も
、
一
般
社
団

法
人
の
設
立
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
利
用
拡
大
な

ど
、
少
し
で
も
働
く
場
所
の

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
管
内

の
企
業
２
社
が
今
年
度
閉
鎖

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
は
、

町
村
会
で
も
話
題
と
な
っ
て

お
り
、
石
川
地
方
の
雇
用
の

場
の
縮
小
は
、
大
き
な
問
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
現
在
の
経
済
・
雇

用
状
況
が
早
急
に
改
善
す
る

見
通
し
が
見
え
て
な
い
中
で

は
、
当
面
の
対
策
と
し
て
国

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
ま
す
。

　

ま
た
、
古
殿
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
と
合
せ
て
通
年
で
の

利
用
及
び
、
今
回
の
米
の
全

袋
検
査
作
業
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
利
用

可
能
な
作
業
に
つ
い
て
は
、

優
先
的
に
お
願
い
し
て
い
く

考
え
で
す
。

が
閉
鎖
予
定
と
聞
く
、
こ
う

し
た
場
合
５
０
０
人
程
度
の

失
業
者
が
発
生
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

確
保
と
勤
労
者
所
得
の
増
に

努
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。町

長

当
面
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用

閉鎖された町内の工場跡

町内の環境美化等に貢献（緊急雇用創出事業）

Q

A
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佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

水
道
事
故
の
再
発
防
止
に
努
め
よ

交
流
人
口
増
加
に

　
　
　

対
応
出
来
る
施
設
改
修
を

機能充実をめざす公民館

沢
浄
水
場
貯
水
タ
ン
ク

一 般 質 問
　

飲
料
水
は
生
命
に
も
つ
な

が
る
重
要
な
資
源
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
安
全
安
心
に
利

用
で
き
る
管
理
が
必
要
で
す
。

11
月
８
日
に
発
生
し
た
水
道

事
故
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

ど
ん
な
事
故
か
。

第
２
点　

要
因
と
そ
の
対
応

は
。

第
３
点　

利
用
者
か
ら
の
苦

情
は
あ
る
か
。

第
４
点　

そ
れ
に
対
す
る
補

償
な
ど
含
め
た
対
応
は
。

第
５
点　

今
後
の
再
発
防
止

対
策
は
。

　

交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ

し
若
者
世
代
の
環
境
づ
く
り

と
し
て
気
軽
に
利
用
で
き
る

公
民
館
改
修
が
望
ま
れ
ま
す
。

本
年
度
計
画
設
計
の
予
算
措

置
も
あ
る
の
で
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

改
修
計
画
の
進
捗

状
況
と
計
画
内
容
は
。

第
２
点　

読
書
、
研
究
等
の

提
供
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
配
備
は
。

第
３
点　

交
流
機
能
と
宿
泊

可
能
な
施
設
整
備
は
。

第
４
点　

平
成
25
年
度
に
改

修
着
手
か
。

町
長

教
育
長

目
視
点
検
を
含
め

  

管
理
体
制
の
強
化
を
図
る

公
民
館
機
能
を
充
実
さ
せ
る

改
修
を
め
ざ
す

１
点
目　

取
水
設
備
に
支
障

が
生
じ
浄
水
量
が
低
下
し
、

水
位
が
ゼ
ロ
に
な
り
沈
殿
物

が
流
出
し
た
も
の
で
す
。

２
点
目　

異
常
事
態
に
備
え

た
管
理
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

が
要
因
で
、
施
設
の
総
点
検

を
実
施
し
機
器
の
正
常
な
作

動
を
確
認
し
た
所
で
す
。

３
点
目　

町
民
の
方
か
ら
、

28
件
の
問
い
合
わ
せ
と
食
品

１
点
目　

改
修
に
伴
い
、
躯

体
の
検
証
が
指
摘
さ
れ
進
捗

に
影
響
し
ま
す
が
、
機
能
充

実
を
目
指
し
た
改
修
を
予
定

し
て
ま
す
。

２
点
目　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
、

製
造
会
社
１
社
か
ら
で
、
水

の
濁
り
被
害
の
報
告
が
あ
り
、

現
場
で
確
認
し
ま
し
た
。

４
点
目　

町
が
加
入
す
る
損

害
補
償
保
険
会
社
を
通
じ
て

話
し
合
い
を
し
て
ま
す
。

５
点
目　

監
視
機
器
の
不
具

合
が
要
因
な
た
め
、
今
後
は
、

目
視
点
検
等
を
強
化
し
、
管

理
し
ま
す
。

通
じ
て
調
査
、
研
究
が
出
来

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

３
点
目　

公
民
館
の
役
割
と

し
て
の
交
流
機
能
を
充
実
し

ま
す
。

４
点
目　

そ
の
よ
う
に
計
画

し
て
ま
す
。

Q

Q A

A
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建て替えが計画される西渡団地

有効活用が望まれる団地跡地

一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

人
口
減
少
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　

住
宅
対
策
を
急
げ

　

町
の
人
口
減
少
は
著
し
く

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
生

率
の
低
下
、
雇
用
の
場
を
求

め
て
の
町
外
へ
の
流
出
等

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
現
在
の
デ
フ
レ
状
況

に
お
い
て
の
経
済
活
動
の
停

滞
に
よ
り
、
企
業
の
前
向
き

な
投
資
が
望
め
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

少
し
で
も
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
過

疎
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子

育
て
支
援
と
合
わ
せ
た
住
宅

政
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
の
で
、
若
者
の
定
住
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

現
在
の
町
営
住
宅

等
の
需
要
は
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

第
２
点　

町
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
為
に
、
老
朽
化
住

宅
の
計
画
的
な
建
て
替
え
、

改
修
に
対
し
て
の
計
画
は
あ

る
か
。

第
３
点　

町
内
に
住
み
た
い

が
住
宅
が
な
け
れ
ば
町
内
に

転
出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
思

い
に
町
と
し
て
は
答
え
て
や

る
べ
き
と
思
う
が
。

第
４
点　

町
内
外
か
ら
定
住

促
進
の
為
に
、
新
築
あ
る
い

は
賃
貸
契
約
で
住
宅
を
取
得

し
た
場
合
に
、
奨
励
金
交
付

事
業
の
取
り
組
み
は
ど
う
考

え
る
か
。

第
５
点　

町
有
地
を
低
額
で

貸
し
付
け
、
新
築
し
て
20
年

程
度
居
住
し
て
も
ら
え
れ
ば

そ
の
後
土
地
を
無
償
譲
渡
す

る
よ
う
な
大
胆
な
発
想
は
ど

う
考
え
る
か
。

第
６
点　

町
外
か
ら
の
定
住

促
進
の
た
め
、
町
内
で
雇
用

の
場
を
提
供
し
た
企
業
に
対

す
る
助
成
金
交
付
事
業
を
ど

う
考
え
る
か
。

第
７
点　

定
住
対
策
と
子
育

て
支
援
が
充
実
さ
れ
れ
ば
、

若
者
が
定
着
出
来
る
環
境
が

整
う
と
思
う
。
今
後
の
子
育

て
支
援
・
定
住
対
策
に
ど
の

よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る

か
。

第
８
点　

良
い
定
住
対
策
が

取
り
組
ま
れ
て
も
、
そ
れ
ら

を
情
報
と
し
て
知
っ
て
も
ら

い
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
情
報
の
発
信
・

提
供
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

町
長

定
住
対
策
を
検
討
推
進
し
て
い
く

１
点
目　

町
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
活
用
計
画
で
は
、
26
年
度

の
需
要
量
は
87
戸
と
算
定
さ

れ
て
お
り
、
現
在
85
戸
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
基
づ

く
戸
数
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

２
点
目　

愛
宕
団
地
の
ほ
か

西
渡
団
地
、
横
小
路
団
地
が

建
て
替
え
予
定
、
そ
の
他
４

団
地
は
、
屋
根
等
の
修
繕
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
点
目　

来
年
度
に
予
定
し

て
い
る
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

活
用
計
画
の
変
更
計
画
策
定

の
中
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

４
点
目　

町
産
材
を
利
用
し

た
新
築
・
増
改
築
の
住
宅
や

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
設
備

に
対
す
る
補
助
事
業
を
、
引

き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

５
点
目　

公
共
施
設
整
備
を

進
め
る
中
で
、
未
利
用
町
有

地
の
有
効
利
活
用
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

６
点
目　

企
業
立
地
促
進
条

例
に
お
い
て
、
雇
用
促
進
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

７
点
目　

子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
、
保
育
料
の
二
人
目

か
ら
の
無
料
化
、
幼
稚
園
授

業
料
の
無
料
化
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
無
料
化
、
社
会
科
学

習
等
で
利
用
す
る
借
り
上
げ

バ
ス
の
公
費
負
担
、
給
食
費

の
据
え
置
き
及
び
食
材
高
騰

時
の
公
費
で
の
補
て
ん
な
ど

町
独
自
の
子
育
て
支
援
・
定

住
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

８
点
目　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
て
い
る
が
、
子

育
て
支
援
定
住
政
策
を
周
知

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま

と
め
て
わ
か
り
や
す
く
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

Q

A
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一 般 質 問

零細な和牛繁殖経営

３月末で閉鎖される石川家畜市場

改良しないと給餌できない草地

鈴
すず

木
き

　一
いち

郎
ろう

 議員

和
牛
繁
殖
農
家
へ
の
支
援
は

　

町
の
和
牛
繁
殖
農
家
は
１

１
９
戸
あ
り
、
４
７
９
頭
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
〜

２
頭
飼
い
が
全
体
の
約
６
割

と
野
草
、
土
手
草
な
ど
を
利

用
し
た
零
細
な
経
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。
24
年
度
の
子
牛

販
売
金
額
も
１
億
６
０
０
０

万
円
ほ
ど
が
見
込
ま
れ
、
農

林
業
が
柱
の
、
町
の
基
幹
作

目
の
１
つ
で
あ
り
ま
す
。
放

射
能
の
汚
染
に
よ
り
町
内
全

域
の
牧
草
、
土
手
草
な
ど
が

給
与
自
粛
と
な
り
、
代
替
飼

料
と
し
て
畜
産
組
合
で
は
、

外
国
産
の
乾
草
を
配
給
し
て

き
ま
し
た
が
、
12
月
い
っ
ぱ

い
の
給
与
分
で
終
了
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
来
年
４
月
１
日

よ
り
畜
産
組
合
は
、
Ｊ
Ａ
の

方
に
移
管
と
い
う
こ
と
で
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
ヶ
月

間
は
自
己
責
任
で
購
入
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

畜
産
農
家
に
と
り
ま
し
て
は

大
変
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

第
１
点　

町
と
し
て
畜
産
組

合
の
移
管
を
ど
う
捉
え
る
か
。

第
２
点　

移
管
さ
れ
る
ま
で

の
代
替
飼
料
の
購
入
費
用
に

つ
い
て
飼
養
者
負
担
と
な
る

が
支
援
策
は
な
い
か
。

第
３
点　

移
管
後
は
本
宮
市

場
で
の
取
引
と
な
る
が
輸
送

や
ヘ
ル
パ
ー
経
費
に
負
担
が

生
じ
る
が
支
援
策
は
な
い
か
。

町
長

ま
だ
具
体
的
説
明
が
な
い

１
点
目　

石
川
地
方
の
畜
産

振
興
を
担
っ
て
き
ま
し
た
石

川
郡
畜
産
農
業
組
合
の
業
務

が
移
管
さ
れ
ま
た
石
川
家
畜

市
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
は

和
牛
繁
殖
経
営
者
の
意
欲
減

退
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る

の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２
・
３
点
目　

石
川
郡
畜
産

農
業
組
合
か
ら
は
具
体
的
な

説
明
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業

協
同
組
合
と
同
組
合
で
組
織

事
業
統
合
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
諸
問
題
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

Q

A
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佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

石
川
家
畜
市
場
閉
鎖
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

影
響
は

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
は

子牛セリも福島県家畜市場（本宮市）に

震災で大きな被害を受け建て替えられる町民第１体育館

　

畜
産
は
、
わ
が
町
の
農
業

経
済
の
柱
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
農
家
数
の
減
少
な
ど
の

傾
向
に
あ
っ
た
中
、
昨
年
の

原
発
事
故
に
よ
り
、
牛
肉
価

格
の
暴
落
、
子
牛
市
場
価
格

低
迷
、
さ
ら
に
放
射
能
の
影

響
で
粗
飼
料
の
多
く
を
占
め

る
野
草
、
土
手
草
が
給
飼
で

き
ず
、
生
産
意
欲
が
減
退
し

て
い
ま
す
。

　

繁
殖
農
家
は
、
経
済
効
果

　

本
年
度
、
幼
保
一
体
化
施

設
の
建
設
に
着
手
、
今
後
公

民
館
の
改
装
・
増
設
工
事
、

さ
ら
に
、
総
合
体
育
館
建
て

替
え
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
25

年
度
の
重
点
事
業
を
中
心
に
、

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

生
き
が
い
対
策
、
環
境
保
全

と
い
っ
た
多
面
的
役
割
も
担

っ
て
お
り
、
不
安
解
消
は
急

務
で
す
。
現
実
的
対
応
と
畜

産
振
興
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

市
場
閉
鎖
に
よ
る

影
響
と
対
策
は
。

第
２
点　

代
替
粗
飼
料
賠
償

が
進
ま
な
い
場
合
の
対
応
。

第
３
点　

野
草
、
土
手
草
等

が
自
給
で
き
る
見
通
し
は
。

第
４
点　

畜
産
振
興
対
策
は
。

第
１
点　

平
成
25
年
度
主
要

事
業
の
特
徴
は
。

第
２
点　

総
合
体
育
館
の
建

設
事
業
を
進
め
る
う
え
で
検

討
委
員
会
を
設
置
さ
れ
た
が

そ
の
目
的
と
、
答
申
に
対
す

る
扱
い
は
。

町
長

町
長

検
討
委
員
会
は
建
て
替
え
を
前
提

和
牛
繁
殖
経
営
の

　
　
　

 

意
欲
減
退
を
危
惧

１
点
目　

衆
議
院
解
散
総
選

挙
に
伴
い
、
予
算
編
成
作
業

が
停
滞
し
、
交
付
金
も
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
主
要
施
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
子
育
て
支
援
、
森

林
・
林
業
の
活
性
化
な
ど
を

主
体
と
し
、
さ
ら
に
、
除
染

対
策
、
社
会
資
本
整
備
等
を

１
点
目　

各
町
村
で
座
談
会

が
開
催
さ
れ
、
業
務
の
移
管
、

進
め
る
考
え
で
す
。

２
点
目　

町
民
第
１
体
育
館

の
整
備
に
あ
た
り
、
位
置
や

規
模
、
設
備
内
容
等
に
つ
い

て
、
利
用
団
体
の
意
見
を
聴

く
た
め
で
あ
り
、
検
討
の
結

果
、
建
て
替
え
を
前
提
に
進

め
ま
す
。

本
宮
市
場
へ
出
荷
の
方
向
で

進
め
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
市
場
閉

鎖
は
、
農
家
の
意
欲
を
さ
ら

に
減
退
さ
せ
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

石
川
市
場
と
Ｊ
Ａ

で
、
組
織
、
事
業
統
合
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
協
議
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

３
点
目　

何
度
も
県
に
確
認

し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な

回
答
は
得
ら
れ
ず
、
見
通
し

が
た
た
な
い
状
況
で
す
。

４
点
目　

今
後
の
動
向
を
見

据
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
ま

す
。

Q

Q

A

A
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

新
過
疎
法
に
よ
る

　
　
　
　

ソ
フ
ト
事
業
の
計
画
は

　

今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
政

治
の
歴
史
的
課
題
や
選
挙
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
課
題
な

ど
が
表
面
化
し
、
期
待
感
を

ど
こ
に
求
め
る
の
か
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

前
回
は
、
地
域
主
権
改
革

を
１
丁
目
１
番
地
の
政
策
と

掲
げ
た
民
主
党
に
、
わ
が
町

の
よ
う
な
過
疎
地
域
の
小
規

模
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
そ

の
自
治
体
の
自
主
性
や
自
立

性
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
り
民

主
的
な
動
き
に
期
待
感
が
あ

り
ま
し
た
。

今
後
は
、
自
治
体
の
存
続
や

役
割
と
責
任
に
つ
い
て
、
大

事
な
時
期
で
す
が
、
わ
が
町

に
お
い
て
も
、
過
疎
化
が
進

む
転
換
期
の
中
で
、
次
年
度

の
重
点
事
業
や
予
算
編
成
は

町
民
の
多
様
な
声
を
活
か
し

町
民
の
生
活
を
守
る
自
治
体

の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

本
年
度
の
事
業
の

執
行
状
況
は
。

第
２
点　

次
年
度
の
重
点
事

業
の
基
本
的
考
え
は
。

第
３
点　

予
算
規
模
の
総
額

交
付
税
、
町
税
の
見
通
し
は
。

第
４
点　

町
営
住
宅
整
備
事

業
の
計
画
は
。

第
５
点　

新
過
疎
法
に
よ
る

ソ
フ
ト
事
業
の
計
画
は
。

町
長

最
大
限
活
用
し
地
域
づ
く
り
を

１
点
目　

主
要
事
業
の
工
事

関
係
15
件
の
う
ち
、
11
月
末

時
点
で
、
９
件
を
発
注
し
て

い
ま
す
。
残
り
の
工
事
に
つ

い
て
も
、
発
注
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

２
点
目　

子
育
て
支
援
や
森

林
・
林
業
の
活
性
化
な
ど
を

主
体
と
し
た
予
算
編
成
と
し

て
い
く
考
え
で
す
。

に
よ
る
財
政
構
造
で
あ
り
、

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４
点
目　

来
年
度
、
町
営
住

宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
の
変

更
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的

に
進
め
ま
す
。

５
点
目　

今
年
度
か
ら
対
象

事
業
の
運
用
が
弾
力
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
千
年
の
森

育
成
事
業
、
地
方
バ
ス
路
線

維
持
対
策
事
業
、
放
課
後
児

３
点
目　

各
課
か
ら
の
予
算

見
積
書
の
提
出
期
限
を
、
今

月
末
と
し
て
お
り
、
予
算
規

模
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
伴
い
、
国
の
予

算
編
成
作
業
が
停
止
し
て
い

る
た
め
、
見
通
せ
な
い
状
況

で
す
。
自
主
財
源
に
乏
し
く

歳
入
の
約
８
割
を
依
存
財
源

童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
で
、
４

３
０
０
万
円
が
起
債
事
業
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

ソ
フ
ト
事
業
枠
に
対
す
る

申
請
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り

対
象
事
業
も
拡
大
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
発
行
限
度
額
を

最
大
限
活
用
し
、
地
域
づ
く

り
や
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
へ

の
適
用
も
、
検
討
し
て
い
く

考
え
で
す
。

有効活用し地域活性化につなげて

ソフト事業の対象となる放課後児童クラブ

Q

A
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

町
づ
く
り
の
考
え
方
は

　

震
災
か
ら
の
復
興
、
原
発

被
害
の
中
で
、
25
年
度
施
策

実
施
の
考
え
方
と
伴
う
予
算

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
と
思
う

が
、
先
を
見
据
え
た
施
策
実

施
が
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
事
柄
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

第
１
点　

町
振
興
計
画
に
基

づ
い
た
町
政
運
営
を
進
め
る

と
し
て
も
、
町
長
の
任
期
中

と
考
え
て
の
具
体
的
な
町
づ

く
り
の
考
え
方
は
。

第
２
点　

小
学
校
統
合
を
は

じ
め
と
し
て
、
跡
地
利
用
、

幼
保
一
体
施
設
、
町
体
育
館

公
民
館
改
修
な
ど
町
に
係
る

箱
物
建
設
の
一
切
が
こ
こ
数

年
で
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て

の
か
。

第
５
点　

三
株
下
市
萱
小
川

線
小
名
沢
地
内
の
落
石
防
止

工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
で
き
れ
ば
そ
の
先
の
一

番
狭
い
箇
所
の
改
良
も
望
ん

で
い
る
の
が
地
元
住
民
の
声

い
る
が
、
予
算
措
置
を
第
一

に
考
え
な
が
ら
、
ど
う
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

第
３
点　

道
路
改
良
を
要
す

る
新
た
な
箇
所
と
し
て
、
松

川
荷
市
場
か
ら
西
渡
、
馬
場

大
原
へ
の
町
道
路
線
が
大
き

な
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
、

農
林
業
、
迂
回
路
な
ど
多
様

な
観
点
か
ら
し
て
、
す
ぐ
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。

第
４
点　

い
わ
き
石
川
線
の

歩
道
改
良
に
つ
い
て
桑
原
か

ら
の
引
き
続
き
、
才
竜
内
集

会
所
付
近
の
歩
道
改
良
が
急

を
要
す
る
も
の
と
思
う
が
、

実
施
の
方
向
性
は
出
て
い
る

で
す
。
現
状
で
の
町
の
取
り

組
み
と
県
の
認
識
は
。

第
６
点　

大
原
小
跡
地
利
用

委
員
会
の
話
し
合
い
は
ど
ん

な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

万が一の場合、災害対策本部が設置される役場庁舎

利用の検討が進められている大原小学校跡地

町
長

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

１
点
目　

町
民
の
目
線
に
立

っ
た
町
政
、
対
話
を
大
切
に

し
た
、
町
民
主
体
の
町
政
運

営
を
基
本
に
、
安
全
・
安
心

な
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

２
点
目　

文
教
施
設
の
改
修

に
備
え
た
基
金
は
、
現
在
11

億
６
９
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
基
金
だ
け
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
今
後

着
手
予
定
の
幼
保
一
体
化
施

設
を
始
め
各
施
設
と
も
国
・

県
の
補
助
事
業
と
過
疎
・
辺

地
債
な
ど
有
利
な
財
源
を
基

本
に
計
画
を
進
め
ま
す
。

３
点
目　

こ
の
区
間
の
道
路

改
良
は
、
中
山
間
地
域
総
合

整
備
基
幹
農
道
事
業
と
し
て

早
期
の
新
規
採
択
を
県
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

４
点
目　

県
道
い
わ
き
石
川

線
の
道
路
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
県
復
興
計
画
に
基
づ

く
、
基
幹
的
な
地
域
連
携
道

路
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
早
期
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
、
県
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

５
点
目　

落
石
防
止
対
策
の

事
業
要
望
の
際
に
も
、
併
せ

て
改
良
要
望
も
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
早
期
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
、
持
続

的
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

６
点
目　

大
原
小
学
校
跡
地

利
用
検
討
委
員
会
は
、
12
人

の
委
員
で
構
成
し
、
林
業
振

興
、
後
継
者
対
策
な
ど
、
現

状
と
課
題
等
、
今
後
の
方
策

を
含
め
跡
地
利
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
開
催
し
、

年
明
け
に
は
報
告
が
出
さ
れ

ま
す
。

そ
の
他

質
問

の

•

震
災
と
原
発
事
故
に
よ

　

っ
て
町
民
生
活
に
影
響

し
た
諸
問
題

•

開
か
れ
た
町
づ
く
り
に

伴
う
情
報
公
開
や
議
会

に
対
す
る
資
料
提
供
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

Q

A
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一 般 質 問

木
き

戸
ど

　久
ひさ

康
やす

 議員

沢
浄
水
場
の
汚
水
事
故
の
原
因
は

　

11
月
８
日
午
後
、
沢
浄
水

場
を
利
用
し
て
い
る
地
域
の

水
道
が
汚
れ
る
事
態
が
発
生

し
ま
し
た
。
生
活
水
と
し
て

利
用
し
て
い
る
家
庭
は
夕
食

は
作
れ
な
い
、
風
呂
に
入
れ

な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
を
大
量
に
使
用
す
る
企

業
や
ス
ー
パ
ー
で
は
対
応
に

大
変
困
っ
た
と
お
聞
き
を
し

ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
多
額
の
税
金
を

投
入
し
て
整
備
、
管
理
を
し

て
い
る
浄
水
場
が
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の

か
、
よ
く
検
証
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
有
事
災
害
の

際
は
危
機
管
理
は
で
き
て
い

る
と
思
う
が
、
水
の
事
故
の

場
合
も
一
刻
も
早
い
対
応
が

要
求
さ
れ
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
水
源
を
守
る

と
共
に
町
は
水
を
売
っ
て
い

る
わ
け
で
す
の
で
安
心
し
て

町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

供
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

な
ぜ
汚
水
が
流
出

し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の

原
因
を
検
証
し
た
か
。

第
２
点　

正
常
に
な
る
ま
で

ど
の
位
の
時
間
を
費
や
し
修

理
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

第
３
点　

こ
の
件
に
つ
い
て

迷
惑
を
か
け
た
企
業
等
と
の

損
害
も
含
め
た
話
し
合
い
は

し
た
の
か
。

町
長

管
理
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合
が

１
点
目　

施
設
管
理
シ
ス
テ

ム
に
不
具
合
が
生
じ
水
道
供

給
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
い

貯
水
タ
ン
ク
が
異
常
に
減
水

し
て
水
垢
等
の
沈
殿
物
が
流

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
需
要
量
の
多
い
時
間

帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
復
旧

に
相
当
の
時
間
が
か
か
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

職
員
２
人
で
作
業
に
あ
た
り

役
場
で
は
残
り
の
職
員
が
電

話
の
対
応
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
全
て
の
施
設
の
総
点
検

を
15
日
ま
で
行
い
、
機
器
の

正
常
な
作
動
、
運
転
を
再
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

３
点
目　

食
品
製
造
の
事
業

所
１
社
か
ら
製
品
に
被
害
が

発
生
し
た
と
の
苦
情
が
あ
り

作
業
所
で
立
ち
会
い
の
う
え

２
点
目　

異
常
を
把
握
し
対

応
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
夜

10
時
頃
に
は
安
定
的
に
給
水

で
き
る
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
食
品
製
造
業
者
で
製

造
可
能
な
水
質
と
な
っ
た
の

は
、
翌
日
の
９
日
朝
で
あ
り

ま
す
。

　

修
理
は
、
当
日
現
場
で
は

保
守
点
検
委
託
業
者
４
人
と

確
認
し
、
現
在
ま
で
計
６
回

ほ
ど
話
し
合
い
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
町
が
加
入
し
て

い
る
損
害
保
険
会
社
の
現
地

調
査
が
済
ん
だ
こ
と
か
ら
、

事
業
所
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
書
類
に
つ

い
て
、
保
険
会
社
が
査
定
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。沢浄水場の浄水設備

役場庁舎内の水道管理システム 

Q

A



　
　

事
業
対
象
は
。

　
　

基
準
と
し
て
０
・
２
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ
ウ
30

㎝
の
深
耕
が
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　

対
象
面
積
は
。

　
　

４
・
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
す
。

　
　

以
前
と
比
べ
る
と
少
な

い
気
が
す
る
が
積
算
方
法
は
。

　
　

町
の
面
積
と
有
権
者
数

投
票
所
の
数
を
基
本
と
し
て

県
で
算
定
し
た
も
の
で
す
。
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酪
農
家
を
対
象
と
し
て
行

う
も
の
で
、
放
射
能
に
汚
染

さ
れ
た
草
地
の
更
新
作
業
は

緊
急
を
要
す
る
た
め
町
長
の

・
契
約
の
目
的　

道
路
改
良
工
事　

町
道
馬
場
集
り
線

　
　
　
　
　
　
　
（
馬
場
橋
）

・
契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額　

５
８
６
９
万
５
０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方　

㈱
小
浜
組　

代
表　

小
浜 

春
男

・
工　
　
　

期　

平
成
25
年
３
月
29
日
ま
で

専
決
処
分
と
し
て
作
業
委
託

料
５
５
０
万
円
を
一
般
会
計

に
補
正
し
た
も
の
で
、
議
会

の
承
認
が
必
要
で
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
執
行
経
費
と
し
て

５
８
１
万
円
の
補
正

24.11.28

一
般
会
計

第
４
次
補
正
予
算

QQQQQQ AAAAAAAAA

　

平
成
24
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
11
月
28
日
に
開
か
れ
、
放

射
能
に
汚
染
さ
れ
た
酪
農
家
の
草
地
を
除
染
す
る
た
め
の
更

新
委
託
料
を
計
上
し
た
一
般
会
計
第
３
次
補
正
予
算
、
馬
場

橋
架
け
替
え
に
伴
う
下
部
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
衆
議
院

議
員
選
挙
に
係
る
執
行
経
費
を
計
上
し
た
第
４
次
補
正
予
算

の
３
件
の
議
案
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
町
長
の
依
頼

に
基
づ
き
開
催
さ
れ
た
全
員

協
議
会
の
内
容
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
報
告
事
項
〉

○
西
光
寺
阿
弥
陀
堂
修
繕
費

助
成
に
つ
い
て

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
西

光
寺
阿
弥
陀
堂
と
阿
弥
陀
如

来
坐
像
の
修
復
事
業
に
つ
い

て
、
県
よ
り
補
助
を
受
け
25

年
度
ま
で
の
２
カ
年
に
わ
た

り
実
施
す
る
も
の
で
、
町
で

も
支
援
し
ま
す
。

○
幼
保
一
体
化
施
設
の
建
設

に
つ
い
て

　

実
施
設
計
が
出
来
上
が
り

施
設
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。

・
敷
地
面
積  

１
２
７
２
６
㎡

・
構
造  

木
造
鋼
板
葺
平
屋
建

・
床
面
積  

２
１
０
８
．５
７
㎡

　

※
床
面
積
は
変
更
さ
れ
る

　
　

場
合
も
あ
る
。

○
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
松

森
線
に
つ
い
て

　

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

23
年
度
か
ら
６
コ
ー
ス
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
松
森

地
区
に
つ
い
て
は
今
後
も
一

定
の
児
童
生
徒
数
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、子
ど
も
の
安
全
・

安
心
の
確
保
か
ら
保
護
者
と

の
話
し
合
い
に
よ
り
24
年
度

よ
り
町
が
小
型
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
同
様
委
託
先
を

福
島
交
通
と
な
り
ま
し
た
。

○
町
民
第
一
体
育
館
の
整
備

に
つ
い
て

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
町
民
第
一
体
育
館
の
整
備

に
つ
い
て
、
町
民
意
見
の
集

約
の
た
め
検
討
委
員
会
が
で

き
ま
し
た
が
、
検
討
の
結
果

新
た
に
建
設
す
る
こ
と
で
話

し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

・
米
全
袋
検
査
に
つ
い
て

　

米
の
放
射
線
量
を
測
定
す

る
全
量
全
袋
検
査
の
状
況
は

見
込
み
数
量
５
６
０
０
０
袋

に
対
し
11
月
26
日
現
在
で
４

３
４
０
１
袋
で
基
準
値
を
超

え
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
町
簡
易
水
道
の
事
故
に
つ

い
て

　

11
月
８
日
沢
浄
水
場
を
水

源
と
す
る
簡
易
水
道
の
水
質

汚
濁
事
故
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
一
連
の
経
過
と
対
処

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
る
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

24.11.28

議
案
審
議

○
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
農
用
地
除
染
の
た
め
の
一
般
会
計
補
正
予
算

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

12
月
16
日
投
票
の
第
46
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る

執
行
経
費
と
し
て
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
８
１
万
７
０
０

０
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を

50
億
２
４
９
１
万
７
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
質
疑

第
３
次
補
正
関
係

第
４
次
補
正
関
係

修復のため梱包される阿弥陀如来坐像
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稼働中の凍結防止剤散布機（車載型）

追跡追跡 その後
 どうなった？レポート

　積雪時・凍結時のスクールバスの安全運行に対して、どのような対策
を講じるのか。

スクールバス運行に対して安全対策を示せスクールバス運行に対して安全対策を示せテ
ー
マ

Q

町 長 答 弁

平成23年12月一般質問から

A

Q

A

その後のその後の
対　応対　応

　24年９月に２ｔダンプに搭載出来る凍結防止剤散布機を2台（新車）購入し、一般
車両を含めてスクールバスの安全運行の為、凍結路面の解消に期待されます。

　積雪に対しては、町建設協力会との協議により、除雪体制を確立しま
した。町道は路線延長が長く、凍結時には人力で融雪剤を散布していま
すが、凍結ヶ所も多く、安全を考慮しますと短時間に融雪出来るように、
県とも協議しながら中古も含めた融雪剤散布機の導入を検討します。

東コース（45.3ｋｍ）、西コース（43.5ｋｍ）の２コースを委託業者に
より、午前５時現在の気温がー１℃以下になった場合、及び凍結が予想
される場合、出動を原則とする。

＊散布作業中のご協力よろしくお願いします。

運用



　

　

　
　
　

 
　　　　

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/
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 Ｔ
Ｅ
Ｌ
0247－ 53－4621・

Ｆ
Ａ
Ｘ
0247－53 －4511

３月中旬
次回の
定例会議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

私達は平成23年７月末に神奈川県から、この町に移住しました。
生の木を主に手道具を使ってイス・テーブル・器などを作ると
いうグリーンウッドワークを福島県古殿町から広めようと
思ったからです。古い木工技術で欧米でも、広がってます。
窮屈な環境から抜け出し、この町で本格的に活動したいと考
えてます。
機械化に頼る環境社会ですが、自然的資源力と手作業を中心
としたグリーンウッドワークは、きっと特別な意味を持ち、こ
の町から世界へ発信して行こうと今後も活動して行きます。

私達は平成23年７月末に神奈川県から、この町に移住しました
生の木を主に手道具を使ってイス・テーブル・器などを作ると
いうグリーンウッドワークを福島県古殿町から広めようと

古殿町に移住して来た思いはなんですか。古殿町に移住して来た思いはなんですか。

この町に移住し、１年近くになりますが夜空、青空の美しさ、
そしてヤマメ・イワナなど釣れる川の魅力は、何にもかえが
たい宝物だと思います。

古
殿
町

としたグリーンウッドワークは、きっと特別な意味を持ち
の町から世界へ発信して行こうと今後も活動して行きます

この町に移住し、１年近くになりますが夜空、青空の美し
魅力は、何にもかえ

移住して、古殿町の感想は、どうですか。移住して、古殿町の感想は、どうですか。

毎週水・木曜日の夜に町内の人向けにクラフトハウスを解放
してます。
グリーンウッドワークを楽しみたい人、ご参加下さい。
お問い合わせは  ☎0247-57-5541

町
の
ホ
ム
ペ

ジ
か
ら

たい宝物だと思います。

古
殿
町

そしてヤマメ・イワナなど釣れる川の魅
たい宝物だと思います

毎週水・木曜日の夜に町内の人向けにク
してます。
グリーンウッドワークを楽しみたい人 ご

木工教室のお知らせです。木工教室のお知らせです。

今回紹介しますのは クラフトハウス・井丸さん夫妻 です。今回紹介しますのは クラフトハウス・井丸さん夫妻 です。

天然くず粉取りの様子

グリーンウッドワークの作品

（旧大原保育所）
クラフトハウス・井丸さん夫妻

ふるどのに移住してふるどのに移住して

関東圏から移住された木工作家、井丸
さんを紹介します。
家
族
紹
介

井丸富夫（本人）
　淳子（妻、国見町出身） ・麻頼（息子、助手）
　敏　（父 ９１歳現役）

天然くず粉取り 様子

グリーンウッドワークの作品

天然くず粉取りの様子
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